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ブリティッシュ・
カウンシルの
講師に聞く by Laura Cooper

リーディング・テストのスコアを左右するとも言える
True ／ False ／ NGクエスチョン。質問文の捉え方から
問題文の読み解き方まで、攻略法を紹介しよう。

All of us every single year, we’re a dif-
ferent person. I don’t think we’re the 
same person all our lives. —Steven Spielberg

Steven Spielberg（スティーブン・スピルバーグ）

アメリカの映画監督、映画プロデューサー。テレビ映画 Duel（『激突！』）
で一躍脚光を浴びた。代表作は映画 Jaws（『ジョーズ』）、E.T. the 
Extra-Terrestrial（『E.T.』）など多数。

私たちはみんな、毎年毎年、違う人間になっている。人生を通じて
みんなが同じ人間のままだとは思わない。

The world of reality has its limits; 
the world of imagination is bound-
less.　　　—  Jean-Jacques Rousseau

Jean-Jacques Rousseau（ジャン＝ジャック・ルソー）

スイス生まれのフランス人哲学者、作曲家。主な著作にEmile（『エミー
ル』）などがある。『むすんでひらいて』のメロディーの作者としても
知られる。

現実の世界には限界があるが、想像の世界には限界がない。
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真偽を問う問題の攻略法
　IELTS のリーディング・テストでは、実際に英語を使用す
る環境を想定し、さまざまな質問形式で英語力を問われます。
問題を解くうえで必要なスキャニングのスキルなどを身につけ
ることは、今後留学をした際に必ず役に立つでしょう。よく出
題される形式の一つに True（正しい）／ False（誤り）また
は NG（not given= 書かれていない）かどうかを問う問題が
あります。今回は、このクエスチョンへの解答のコツを解説し
つつ、IELTS のリーディング問題の読み解き方を見ていきた
いと思います。
　ここではサメ漁に関する記事が出題されたと想定し、まず次
の３つの質問に目を通してみましょう。

　Q１では、fishing boats（漁船）という主語と動詞のkeep 
records（記録をつける）が、正誤の鍵を握っていそうです。Q
２の主語はshark numbers（サメの個体数）で、the 1980s

（1980 年代）という年代が合っているかどうかが、ポイント
になるかもしれません。Q３は finning（フィニング＝生きて
いるサメのヒレを切り取り、魚体を海に捨てること）が主語で、
primary cause（主要な原因）が正しいかどうかが問われるこ
とになりそうです。
　それでは、次の文章を読んで、質問の答えを探してみてくださ
い。気をつけなければならないのは、質問文に使われている語は、
長文の中に出てくる語とは少々異なっているかもしれないという
ことです。普段から類義語や言い換え表現を意識して身につけ、
同じ意味の異なる言い方が出てきたとき、すぐに気がつくように
しましょう。

時間を意識して正確に読み取る
　Q１の答えは、この文章の中にはありません。commercial 
fisheries, independent research studies and accounts 
from divers（漁業や個別の研究調査、ダイバーの記録）に触
れているところはありますが、具体的に fishing boats（漁船）
について書かれているわけではないので、答えは NG となり
ます。NG が答えとなる問題の場合、それについて書かれてい
る個所を何とか見つけようとして、時間をかけすぎてしまう人
がいます。質問文の根拠となること、またはそれに矛盾する記
述が見つからなかったら、それは NG が答えなのだとすぐに
判断するようにしましょう。
　Q ２については、1980s（1980 年代）という語がある
ので一瞬 True に思えてしまうかもしれませんが、その後を
読むとそれ以前の 1950s（1950 年代）を含む記述があり、
have been declining since the 1980s（1980 年代から
減少している）というのは誤り、答えは False だとわかります。
このように質問には ” 引っ掛け ” が含まれているかもしれない
ので、一度答えが見つかったと思っても、改めてその前後の文
を読み直し、根拠となる語を確認しましょう。
　Q ３については、最後から２つ目の文に the biggest 
killer is shark finning（最大の死亡原因はサメのフィニング）
とあります。質問の the primary cause of falling（減少
の主要な原因）と表現は異なっていますが、言おうとしている
ことは同じであり、答えは True であることがわかります。
　ここに挙げた長文は、IELTS で使われるものよりも短くなって
います。実際には、答えを見つけるのにもっと時間がかかるでしょ
う。ひとつ覚えておいてほしいのは、質問の順番と、長文の中で
回答のキーとなる部分が現れる順番が合っているということです。
ひとつの質問の答えが見つかったら、長文の中の続きの部分に移
り、次の質問に対する答えを探すようにしてください。

　We don’t know exactly how many sharks there 
are in our oceans, which makes estimating their 
populations difficult.  However, scientists have 
been able to monitor the population of different 
shark species by looking at data from com-
mercial fisheries, independent research studies 
and accounts from divers. Dr Julia Baum, of 
the University of Victoria, Canada, conducted 
a review of commercial fisheries and found 
that shark numbers had plummeted drasti-
cally over since the 1980s in the Atlantic: 89% 
in hammerhead sharks, 79% in great white 
sharks, and 65% in tiger sharks.  In a study 
based in the Gulf of Mexico, statistics show 
that the population of ocean white-tip sharks 
has decreased by 99% since the 1950s.  

  Whilst we do not really know how many 
sharks are left, we do know what is causing 
their decline. Commercial fishing for other 
species often results in shark deaths, but by 
far the biggest killer is shark finning. A taste 
for shark fin soup results in sharks being 
killed for their fins and it is estimated that this 
leads to the estimated killing of over 100 mil-
lion sharks every year.

〈日本語訳〉
　海に何匹のサメがいるか正確にはわからず、その個
体数を推定することは困難になっている。しかし、科
学者たちは、漁業や個別の研究調査、ダイバーの記
録といったデータから、異なる種のサメの個体数を測
定することを可能にしてきた。カナダのビクトリア大学
のジュリア・バウム博士が、漁業に関する調査を実施
したところ、大西洋でのサメの数は1980 年代から著
しく減少していることがわかった。シュモクザメは 89
パーセント、ホオジロザメは 79 パーセント、イタチザ
メは 65 パーセント減少している。メキシコ湾での調
査によると、1950 年代以降、ヨゴレザメが 99 パー
セント減少したという統計がある。
　実際に何匹のサメが残されているかは不明だが、何
が数の減少を引き起こしているかはわかっている。他
の魚の漁がサメの死亡につながることもしばしばある

が、はるかに大きな死亡原因となっているのが、サメ
のフィニングである。フカヒレスープが嗜好され、ヒレ
を求めてサメが殺されるようになり、このために毎年
１億匹以上のサメが死んでいると推定されている。

Q １ 	Fishing boats keep records of shark pop-
	 ulation numbers. 
Q ２ 	Shark numbers have been declining since 
	 the 1980s. 
Q 3 	 Finning is the primary cause of falling 
	 shark numbers.

〈日本語訳〉
Q １ 	漁船がサメの個体数の記録をつけている。
Q ２ 	サメの個体数は 1980 年代以降減少し続けて
	 いる。
Q 3 	 フィニングはサメの個体数減少の主要な原因
	 である。


